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＝創刊号１面

・創 刊 1974年10月26日
・最新号 2024年10月２日（第384号）

【現在の体制】
・発行回数 年５回
・発行部数 約２万1000部（春と秋の発行号は増刷）
・編集部員 25人（編集長１人、副編集長２人、男13人、女12人）

編集代表（顧問）１人。
・配布形態 学内及びつくば市役所やつくば市内の公共機関、

ホテルなどで無料配布。PDF版もウェブで公開中。



筑波大学新聞綱領（1975年６月20日決定）
一、新大学にふさわしい学風の高揚と高い大学文化の創造に貢献することを目的とする。
一、言論の自由を守り政治的、思想的に中正公明の立場を堅持し、全大学人の立場に立って
真実を追求しこれを報道する。
一、大学の教員、職員、学生が参加するコミュニケ―ションの場であるとともに、広く大学
と社会との交流の場とすることを目指す。

筑波大学新聞編集委員会（2012年２月発足）
(1) 大学新聞の紙面の編集及び発行に関すること。
(2) 大学新聞のＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）による配信及び運用に関すること。
(3) 大学新聞への広告掲載に関すること。
(4) 大学新聞への意見、苦情等に関すること。
(5) その他大学新聞の編集及び発行に必要な事項



近年の受賞歴
・2015年 第５回大学新聞コンテスト（主催：関東学生新聞連盟など、特別後援：朝日新聞社など）で最優
秀の「朝日新聞社賞」を受賞
＝「大学周辺が暗く、危ない」との編集部員の指摘から「つくばに街灯を」とキャンペーンを展開。市役

所も動いて大学周辺への街灯設置が一部実現した。つくば中央署から感謝状も。
・2019年 第７回大学新聞コンテストで「朝日新聞社賞」と「記事賞」「連載賞」を受賞
＝記事賞は「大学生の薬物乱用に関する特集記事」（第350号）で受賞。若者や芸能人などが大麻や覚せ

い剤などの薬物を乱用する事件が相次いで発覚したことを受け、大学生など若者の薬物乱用の現状や乱用防
止の取り組み、乱用のきっかけなどを探った。
＝連載賞は「Think LGBT+」で受賞した。

・2021年 大学新聞コンテスト2021（朝日新聞社主催）で「優秀賞」（最高評価）を受賞
＝その時々のトピックについて学生の声を紹介する「反射鏡」の性別表記の在り方を巡り、性的少数者や

ジェンダー問題の研究者、全国紙記者などに幅広く取材し、編集部で議論した経緯をまとめた特集記事が評
価された（第365号掲載「本紙コーナー『反射鏡』の性別表記を考える」）。

※地域紙の側面も持つ。編集部の活動や編集部員がメディアに取り上
げられたことも。



筑波大の今を記録し、学生と共に歩む

＝創刊50周年特集号（第384号）の紙面より
＝今年の新入生歓迎号（第382号）より



過去紙（2001年４月以降）は
こちらからご覧いただけます。
https://www.tsukuba.ac.jp/a
bout/public-newspaper/
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